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江津の “今”と “未来”を伝える広報紙

空から江津を
見る前に

特 

集

　ドローンの出現により、以前に比べると空中撮影が
格段に安価で簡単に行えるようになってきました。（上
が本体・下はスマホがセットされたコントローラー）

―　ドローンを使う前に知っておきたい大空のルール　―



特　

集空から江津を
見る前に

―　ドローンを使う前に知っておきたい大空のルール　―

誰
で
も
江
津
市
を

上
空
か
ら
見
る
こ
と
が
可
能

「
空
か
ら
日
本
を
見
て
み
よ
う
（
Ｂ
Ｓ 

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
））」は
、特
定
の
市
町
村
を
空
中
撮
影

し
、上
か
ら
見
て
気
に
な
る
建
物
や
土
地
な
ど

を
紹
介
す
る
Ｂ
Ｓ
放
送
の
人
気
番
組
で
す
。

　

今
年
９
月
の
Ｊ
Ｒ
三
江
線
を
テ
ー
マ
に
し

た
放
送
回
で
は
、空
か
ら
見
た
江
津
市
の
様
子

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
上
か
ら
見
下
ろ

す
視
点
で
見
る
珍
し
い
光
景
を
目
に
す
る
と
、

カ
メ
ラ
好
き
で
な
く
と
も
、空
か
ら
江
津
市
を

撮
影
し
た
い
と
感
じ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
「
ド
ロ
ー
ン
」は
、複
数
の
プ
ロ
ペ
ラ
の
つ
い

た
無
人
航
空
機
の
こ
と
で
す
。
次
世
代
の
機

器
と
し
て
、様
々
な
分
野
で
の
活
用
が
研
究
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、ご
存
知
の
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

従
来
の
ラ
ジ
コ
ン
飛
行
機
・
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
と
は
異
な
り
、、誰
で
も
扱
え
る
操
縦
性
や

撮
影
機
能
を
備
え
、し
か
も
、安
価
で
購
入
で

き
ま
す
。
こ
の
た
め
、ド
ロ
ー
ン
を
使
う
こ
と

に
よ
っ
て
、空
中
か
ら
の
撮
影
が
誰
に
で
も
で

き
る
時
代
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、空
中
を
飛
ぶ
も
の
に
も
守

る
べ
き
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、こ
れ
か
ら
生
活
の
中
で
身
近

な
存
在
に
な
っ
て
い
く
ド
ロ
ー
ン
を
安
全
に

ト
ラ
ブ
ル
な
く
使
う
た
め
に
注
意
す
る
べ
き

こ
と
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

空に飛び立つドローン。複数のプロペラをコンピューターで制御する
ため、安定した飛行が可能になっている。
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特
集

空から江津を
見る前に

便
利
で
楽
し
い
ド
ロ
ー
ン
の
利
用

間
違
え
る
と
大
変
な
こ
と
に
！

　　

誰
で
も
気
軽
に
空
を
飛
ぶ
機
器
を
使
え
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
の
で
、ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば

し
て
様
々
な
場
所
を
空
か
ら
撮
影
し
た
く
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
ま
ま

で
は
、万
が
一
の
場
合
に
大
変
な
ト
ラ
ブ
ル
に

見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
身
近
に
な
る
存
在
だ
か
ら
こ
そ
、

安
全
に
、安
心
し
て
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
た

め
の
ル
ー
ル
を
知
り
、適
切
な
対
応
を
取
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

大
空
に
も

ル
ー
ル
が
あ
る

　　

平
成
27
年
に
航
空
法
が
改
正
さ
れ
、ド
ロ
ー

ン
な
ど
の
無
人
航
空
機
の
飛
行
に
関
す
る
基

本
的
な
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

無
人
航
空
機
と
は
、「
人
が
乗
る
こ
と
が
で

き
な
い
飛
行
機
、回
転
翼
航
空
機
、滑
空
機
、飛

行
船
で
あ
っ
て
、遠
隔
操
作
ま
た
は
自
動
操
縦

に
よ
り
飛
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
」と

定
義
さ
れ
て
お
り
、ラ
ジ
コ
ン
機
、農
薬
散
布

用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、ド
ロ
ー
ン
（
マ
ル
チ
コ
プ

タ
ー
）な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、重
量
（
機
体
本
体
の
重
量
と
バ
ッ

テ
リ
ー
の
重
量
の
合
計
）が
２
０
０ 

グ
ラ
ム

未
満
の
も
の
は
、無
人
航
空
機
で
は
な
く
「
模

型
航
空
機
」に
分
類
さ
れ
、無
人
航
空
機
の
飛

行
に
関
す
る
ル
ー
ル
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
空
域

　　

有
人
の
航
空
機
へ
の
衝
突
や
ド
ロ
ー
ン
が

落
下
し
た
場
合
に
地
上
の
人
な
ど
に
危
害
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
高
い
次
の
空
域
で
は
、無
人
航

空
機
を
飛
行
さ
せ
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
地
表
又
は
水
面
か
ら
１
５
０
メ
ー
ト
ル

　

以
上
の
高
さ
の
空
域

②
空
港
周
辺
の
空
域

③
人
口
集
中
地
区
の
上
空

　

こ
れ
ら
の
空
域
で
無
人
航
空
機
を
飛
行
さ

せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、国
土
交
通
大
臣
の

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
自
身
の

私
有
地
で
あ
っ
て
も
①
～
③
に
該
当
す
る
場

合
は
許
可
が
必
要
で
す
。）

　

江
津
市
に
は
、②
と
③
に
該
当
す
る
空
域
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、市
外
で
撮
影
さ
れ
る
場
合
は

改
め
て
②
・
③
に
つ
い
て
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、重
量
が
２
０
０
グ
ラ
ム
未
満
の
模
型

飛
行
機
で
あ
っ
て
も
航
空
法
が
適
用
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

誰でも使える便利なドローン
安全面への配慮は必須

　
 島根県内での
ドローンの活用を研究・支援
　ドローンには撮影だけでなく、調査・計
測、運搬など様々な用途への活用が見込まれ
ています。しまねソフト研究開発センター

（itoc）では、産業用ドローンの様々な活用方
法について研究を進めています。また、ドロ
ーンを利用した事業などへのサポートも行
っています。

℡０８５２（６１）２２２５

ドローンに関する研修会開催のお知らせ
　江津市では、ドローンを使用した空中撮影に興味や関心のある人
を対象とする研修会を開催します。企業・個人を問わずどなたでも
参加いただけます。参加をご希望される場合は、事前にお申し込み
ください。
　なお、安全面への配慮からお子様連れでの参加はお断りします。

　◎開催日　１１月２８日（火）　午後６時～８時
　◎会場　　ポリテクカレッジしまね
　◎対象　　中学生以上でドローンに興味関心のある人
　◎内容　　「利用時の注意点」「研究事例」「操縦体験」など
　◎共催　　ポリテクカレッジ島根
　◎申込　　電話または市ＨＰ問い合わせフォームから
　　　　　　「氏名」「年齢」「電話番号」をお知らせください
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■申■問政策企画課広聴広報係　℡（５２）７９６０　
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実
際
に
ド
ロ
ー
ン
を

飛
行
さ
せ
る
と
き
の
６
つ
の
ル
ー
ル

　

ど
の
よ
う
な
場
所
で
ド
ロ
ー
ン
を
飛
行
さ

せ
る
と
き
に
も
次
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
は
、日
の
出
か
ら
日

　

没
ま
で
の
間
の
み

　
　
　
　
　
　
　
（
夜
間
飛
行
は
禁
止
）。

②
ド
ロ
ー
ン
が
実
際
に
目
で
見
る
こ
と
が

　

で
き
る
範
囲
内
の
み
飛
行
可
能

③
人
、建
物
、車
両
な
ど
と
の
間
に
は
必
ず

　

30
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
保
つ

④
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
数
の
人
が

　

集
ま
る
場
所
の
上
空
で
の
飛
行
は
禁
止

⑤
爆
発
物
な
ど
の
危
険
物
の
輸
送
は
行
わ

　

な
い

⑥
ド
ロ
ー
ン
か
ら
物
を
投
下
し
な
い

　

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
に
よ
ら
ず
に
無
人
航
空

機
を
飛
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、国
土

交
通
大
臣
の
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に

注
意
す
べ
き
こ
と

　

ド
ロ
ー
ン
を
飛
行
さ
せ
る
際
に
航
空
法
を

遵
守
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、周
囲
の

状
況
な
ど
に
応
じ
て
、さ
ら
に
安
全
へ
の
配
慮

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

☆
注
意
す
べ
き
例

　

・
ド
ロ
ー
ン
の
利
用
は
全
て
自
己
責
任

　

・
ド
ロ
ー
ン
を
飛
行
さ
せ
る
場
所
の
管
理

　
　

者
や
所
有
者
の
許
可

　

・
個
人
が
特
定
さ
れ
る
映
像
や
写
真
の
撮

　
　

影
時
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮

　

・
電
波
法
の
基
準
に
合
致
し
な
い
外
国
製

　
　

ド
ロ
ー
ン
の
使
用

　

・
損
害
賠
償
保
険
へ
の
加
入

　

・
子
ど
も
が
飛
行
さ
せ
る
場
合
の
保
護
者

　
　

の
付
き
添
い
や
配
慮
（
誰
が
操
縦
し
て

　
　

も
事
故
な
ど
の
責
任
が
発
生
し
ま
す
）

　

・
ド
ロ
ー
ン
の
日
ご
ろ
か
ら
の
整
備
点
検
、

　
　

機
能
の
理
解
や
操
縦
技
術
の
向
上

　

・
不
特
定
多
数
の
人
が
閲
覧
や
視
聴
が
可

　
　

能
な
メ
デ
ィ
ア
に
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
映

　
　

像
を
掲
載
す
る
場
合
の
配
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

周
囲
が
遮
蔽
さ
れ
た
場
所
で
は

ル
ー
ル
は
適
用
さ
れ
な
い

　

屋
内
や
網
な
ど
で
四
方
・
上
部
が
囲
ま
れ

た
空
間
に
つ
い
て
は
、前
述
の
ル
ー
ル
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、体
育
館
な
ど
の
施
設
に
よ
っ
て
は

独
自
の
使
用
基
準
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
た

り
、ド
ロ
ー
ン
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

正しい知識を身に着けて
ドローンを安全に使いたい

航行中のドローン。風の強い日は危険
なため飛行させることはできない。

��017.11かわらばん



プ
ロ
に
聞
く

ド
ロ
ー
ン
利
用
の
心
構
え

　

テ
レ
ビ
な
ど
の
映
像
制
作
業
務
に
30
年
以

上
の
実
績
を
誇
る

( 有 )
ビ
デ
オ
ラ
イ
フ
（
桜
江

町
谷
住
郷
）で
は
、ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
空
中

撮
影
に
も
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
を
使
用
す
る
現
場
で
感
じ
る
こ

と
や
気
を
付
け
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、代
表

取
締
役
の
井
下 

勤
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
の
場
合
は
操
縦
技

術
よ
り
も
撮
影
前
の
準
備
が
一
番
大
切
で
す
。

走
行
中
の
自
動
車
や
列
車
、通
行
中
の
第
３
者

に
ド
ロ
ー
ン
が
衝
突
し
た
場
合
、被
害
状
況
に

よ
っ
て
は
損
害
賠
償
額
が
数
億
円
と
い
う
こ

と
も
あ
り
得
ま
す
。
何
か
あ
れ
ば
全
て
自
己

責
任
で
す
か
ら
、常
に
最
悪
の
事
態
を
想
定
し

た
う
え
で
撮
影
場
所
や
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

良
い
画
を
撮
る
よ
り
安
全
第
一
で
す
！

　

現
在
、私
た

ち
は
Ｊ
Ｒ
三
江

線
の
記
録
映
像

を
撮
影
し
て
い

ま
す
。
撮
影
に

あ
た
っ
て
は
、

国
の
示
す
ル
ー

ル
を
厳
守
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、Ｊ
Ｒ

西
日
本
か
ら
も

特
別
に
許
可*

を
得
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、航
空
法
の
規
制
対
象
外
で
あ
っ
て

も
、私
有
地
へ
の
無
断
立
ち
入
り
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
す
。
加
え
て
、周
辺

の
市
町
、自
治
会
な
ど
に

も
事
前
に
撮
影
内
容
の

説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

安
全
に
ト
ラ
ブ
ル
な

く
撮
影
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
よ
う
に
様
々
な
危

険
性
を
排
除
す
る
た
め

の
多
方
面
へ
の
配
慮
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
撮
影
し
て

い
る
三
江
線
各
駅
の
空
か
ら
の
情
景
に
は
い

つ
も
魅
了
さ
れ
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し

た
映
像
や
写
真
の
雄
大
さ
、珍
し
さ
は
と
て
も

魅
力
的
だ
と
改
め
て
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、高
性
能
で
価
格
も
安
く
、操
縦
も
簡

単
な
ド
ロ
ー
ン
は
、今
後
更
に
多
く
の
人
が
利

用
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、利
用
に
関
す
る
注
意
事
項
な
ど
を
知

ら
な
い
ま
ま
に
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
す
人
も
増

え
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
の
最
先
端
機
器
で
す
の
で
ど
ん

ど
ん
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
、ド
ロ

ー
ン
利
用
の
ル
ー
ル
や
注
意
点
を
十
分
に
理

解
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、安
全
に
利
用
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
」

特
集

空から江津を
見る前に

   国土交通省ホームページ
「無人航空機（ ドローン・ラジコン機等） の飛行ルール」
　　http://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk10_000003.html

　「無断撮影ではないとわかってもらうために」
（井下さん）と、撮影時には必ず携行する操縦士
登録証とＪＲの撮影許可証

　この記事は、国土交通省ホームページ　「無人航空機（ ドローン・ラジコン機
等）の飛行ルール」を参考に作成しています。ドローンの利用に関する詳細につ
いては、必ず同ホームページにてご確認ください。

撮影方法についてカメラマンと入念な打ち
合わせをする井下さん（右側）

*

通
常
、Ｊ
Ｒ
は
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
線
路
・

駅
で
の
撮
影
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
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平成３０年度　
保育所（園）・認定こども園
・小規模保育施設（地域型保育）の園児募集

■問子育て支援課保育係　℡（５２）７９３３

支給認定
区分 対象 利用できる

施設・事業

１号認定 教育（幼稚園）を希望される
満３歳以上のお子さん ・認定こども園

２号認定
保護者の就労や疾病等によ
り保育を必要とする満３歳
以上のお子さん

・保育所（園）
・認定こども園
・小規模保育施設
（地域型保育）

３号認定
保護者の就労や疾病等によ
り保育を必要とする満３歳
未満のお子さん

・保育所（園）
・認定こども園
・小規模保育施設
（地域型保育）

　保育所（園）等を利用するためには、「保
育の必要性の認定申請」と「保育所（園）
等利用申込み手続き」を同時にしていただ
く必要があります。

☆認定区分は次の３つに分かれます。

施設種別 施設名

保育所（園）

　渡津保育所
　めぐみ保育園
　谷住郷保育所
　さくらえ保育園
　敬川保育所
　波子保育所
　たまえ保育園

認定こども園

　あさりこども園
　さくらこども園
　のぞみ保育園
　うさぎ山こども園

小規模保育施設
（地域型保育）

　里山子ども園わたぼうし

☆江津市内の幼児教育・保育施設一覧表

・のぞみ保育園は、30 年４月より保育所から認定
こども園へ移行予定
・うさぎ山こども園、里山子ども園わたぼうしは、
30 年 4 月から開園予定

利用申し込み手続き

＜利用できる施設・受付期間・お問い合わせ先＞
施設名 受付期間 電話番号

あさりこども園 11 月 20 日（ 月 ）
～ 12 月１日（金）

℡ 55-1024

さくらこども園 ℡ 55-0017

のぞみ保育園 11 月 1 日（水）
～ 11 月 17 日（金）

℡ 53-2555

うさぎ山こども園 ℡ 54-1425
（社会福祉法人江和会）

＜対象年齢＞
　平成２４年４月２日生まれ
　　～平成２７年４月１日生まれのお子さん

＜利用申込＞
　・利用を希望される園に直接お申し込みください。
　・提出書類につきましては、希望される園までお問
　　い合わせください。

《認定こども園》（１号認定）
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利用申し込み手続き
＜申込期間＞ 
１次受付　１１月１日（水）～１１月１７日（金）
２次受付　平成３０年１月 22 日（月）～２月９日（金）

（留意事項）
　　平成３０年度中に新たに利用希望する場合は、　　
　１次受付期間内に申込みをしてください。
　　１次受付の期間に申込みされなかった場合は、２次
　受付期間での受付となります。２次受付では、１次受
　付（選考）で残った枠内での調整となりますのでご注
　意ください。　

＜受付場所＞ 
　市役所子育て支援課・桜江支所・市内各保育所（園）・
　認定こども園・子育てサポートセンター

＜入所調整＞
　利用希望者数、保育所 ( 園 ) 等の状況などにより、利
用（入所）できる保育所 ( 園 ) 等を、市が調整し決定し
ます。

＜申込に必要なもの＞
★平成 30 年度から新たに利用を希望される場合
　・「保育所等利用申込書（児童台帳）兼施設型給付費・
　　地域型保育給付費　支給認定申請書」
　・「保育所等利用申込補助票」　
　・印鑑
　・「保育を必要とする理由」を確認する書類
　　　※左下の表を参照してください。
　・平成２９年１月２日以降に江津市に転入した人また
　　は他市町村で課税されている人は、前住所地または
　　課税されている市区町村役場が発行する父母それぞ
　　れの「平成２９年度（平成２８年中所得）住民税納
　　税通知書もしくは課税証明書（非課税証明書）」

★継続利用希望される場合
　平成２９年度に在園し、３０年度も継続して利用希望
される場合も手続きが必要です。
　・「現況届」　
　　　※世帯の状況、継続利用希望や転園希望をお聞き
　　　するものです。
　　　　在園中の保育所 ( 園 ) などを通じて１０月末　
　　　頃にお渡しします。
　・「保育所等利用申込補助票」
　　　※転園希望の場合のみ
　・「保育を必要とする理由」を確認する書類
　・印鑑

①保育を必要とする事由
　市内在住のお子さんで、保護者が次のいずれかの事由
に該当する場合
　・就労
　・妊娠、出産
　・保護者の疾病、障がい
　・同居または長期入院している親族の介護・看護
　・災害復旧
　・求職活動（起業準備含む）
　・就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）
　・育児休業取得時に、既に保育を利用している子ども
　　がいて継続利用が必要であること
　・その他上記に類する状態として市が認める場合

②保育の必要量
　保育を必要とする事由と、保護者の就労時間等により、
保育を利用できる時間を市が判断します。

保育標準時間
１日あたり 11 時間の保育利用を
上限（両親ともフルタイムで働い
ている場合など）

保育短時間
１日あたり 8 時間の保育利用を
上限（両親またはどちらかがパー
トタイムで働いている場合など）

※平成 27 年 3 月 31 日までに保育所（園）に入所してい
る場合には、保育短時間に該当する場合であっても、保
育標準時間認定とする経過措置を設けています。

☆「保育を必要とする理由」を確認する書類一覧
理　由 書類など
就　労

　※就労内定、起
　業予定も含む

就労（内定）証明書
※育児休業中と取得予定の人は、育児休業取
得証明書も

妊娠、出産 母子健康手帳（出産予定のお子さんのも
の）の写し

疾病、障がい 診断書または障害者手帳などの写し　
同居または親族

の介護・看護
介護（看護）されている人の診断書また
は障害者手帳などの写し

就　学 在学証明書
求職活動 就労約束書

《保育所（園）・認定こども園・小規模保育施設（地域型保育）》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２号・３号認定）

保育所（園）・認定こども園・小規模保育施設（地域型保育）の利用を希望さ
れる場合の認定（２号認定、３号認定）は、次の①と②を考慮します。

　各申請書類は、受付場所に備
え付けてあります。
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　今月は、これからの季節のおすすめ野菜である大根を使った「大根もち」をご紹介します。

江
津

食
彩

ごうつの味　四季めぐり

モチモチ「大根もち」

江津の郷土料理や

四季折々の旬の食材を手軽に楽しめる

レシピ集を作りました。

ふるさとの味をお楽しみください。

◎作り方
①大根は皮をむいてすりおろして、ザルにあげる。
②桜えびは粗みじん切り、青ねぎは小口切りにする。
③ボウルに白玉粉と①の大根おろしを入れる。そこへ①のおろし汁を少し
ずつ加えながら、耳たぶくらいのかたさになるように混ぜ合わせる。※汁が
足りない場合は、水を加える。
④③に②とちりめんじゃこを加えて、混ぜ合わせる。
⑤④を食べやすい大きさの平らな円形にととのえる。
⑥フライパンにごま油を熱して、⑤を並べ、ふたをして蒸し焼きにする。こ
んがり色づいたら裏返し、同様に蒸し焼きにして器に盛りつける。
⑦お好みでポン酢しょうゆを添える。

◎材料（直径 5 ㎝ 5 枚分）
　大根　60 ｇ（2 ～ 3 ㎝）
　白玉粉　50 ｇ
　桜えび　小さじ 2
　ちりめんじゃこ　小さじ 2
　青ねぎ　1 本
　水　適宜
　ごま油　小さじ 1
　ポン酢しょうゆ　適量

　厚生労働省が実施している「国民健康・
栄養調査」をみると、ほとんどの人は「健康
維持のために野菜を摂取することは重要」と
回答していますが、野菜の平均摂取量は目標
の 350 ｇを下回っています。

　野菜は意識しないとなかなか十分に摂る
ことができないのではないでしょうか。
　まずは、１日１皿増やすことから意識して
みませんか。
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まちづくり
回覧板

嘉久志まちづくり推進協議会では、昨年７月に地
域活性化の全国的な先進地として知られる海士

町との姉妹縁組協定を実現されました。自治体とコ
ミュニティ組織という珍しい取り合わせは、大変なこ
とも多いけれど、より自由に考えて進められるという
理由から、敢えて市を介さずに進められたそうです。

担当する事業部の堤部長は「協議会にはたくさん
の取り組みがあり、関係者は”しわい”と感じる

ときもあります。でも、自分たちで考えてやることだ
から楽しいし、やり甲斐がある！だから、嘉久志の皆
さんは進んで取り組んでいるんだと思います。海士
町との交流も人と人とのご縁があったから。小中学
生にコミュニティの事業に参加してもらうとその保
護者にも関心を持ってもらえます。様々な人の交流
の輪がつながることによって『日本一住みやすいま
ち、住みたいまち嘉久志町』の実現に少しでも近づき
たい」という大きな目的に向かって活動を推進されて
います。

昨年９月には、嘉久志町内の中学生１１人と大人
６人を海士町に派遣。中学生の皆さんは、海士

町の様々な人に出会いましたが、特に全国から集ま
っている隠岐島前高の生徒さんたちとの意見交換で
は大きな刺激を受けたそうです。参加した中学生は

「中学生未来創造委員会」を立ち上げ、昨年１２月に地
域の未来を語るイベントを開催しました。人材育成
と教育を大きな目的とするこの事業は、この１０月に
も２回目となる地元小中学生の派遣を行ってます。

また、嘉久志まちづくり推進協議会が取り組む認
知症予防講座「脳トレーニング」を海士町役場

の担当者が視察に訪れるなど、相互の交流が広がって
います。地域コミュニティ組織と先進自治体との交
流という独自の取り組みの今後の進展が更に期待さ
れます。

市内各地の地域コミュニティ組織による
特色のある取り組みをご紹介します！

「海士町との交流を生かして」　

写真（左）　協定後の記念撮影　
　　　　　　※右から順番に、田中顧問・堤事業部長（嘉久志）、山内町長・澤田副町長（海士町）
写真（右）　第１回目の海士町派遣時の様子

市内地域コミュニティ組織の情報は江津市ＨＰ（「地域づくり」コーナー）をご覧ください。
https://www.city.gotsu.lg.jp/site/comunity/

　嘉久志まちづくり推進協議会事務局
　　℡ 52-0436
　　　　　※嘉久志地域コミュニティ交流センター内

※「まちづくり回覧板」は市内の東部・中部・西部・桜江の各エリアからひとつの地域を選定し、そこで取り組まれてい
る特徴的な活動をリポートします。なお、原則として翌月は他の３つのエリアから掲載する組織（活動）を選びます。

 嘉久志まちづくり推進協議会
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平
成
18
年
度
か
ら
市
が
開
催
し
て
い
た
、介

護
予
防
運
動
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

よ
り
発
足
し
た
『
二
宮
ま
め
な
ク
ラ
ブ
』。

　

地
域
の
身
近
な
場
所
で
運
動
す
る
機
会
を

も
ち
、介
護
予
防
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
取
り
組
み
、10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

毎
回
約
25
人
が
参
加
し
、現
在
は
月
３
回
、ま

め
な
く
ん
体
操
や
ポ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、脳

ト
レ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

勢
い
を
増
す
二
宮
ま
め
な
ク
ラ
ブ
の
未
来

に
向
け
、み
な
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―

現
在
の
運
営
体
制
は
？

「
運
営
委
員
は
13
人
。
活
動
が
始
ま
っ
た
時

　

か
ら
の
メ
ン
バ
ー
も
数
人
現
役
で
い
ま
す
。

　

50
～
60
代
の
若
手
メ
ン
バ
ー
は
４
人
。
後

　

継
者
が
い
な
い
中
で
と
て
も
あ
り
が
た
い

　

存
在
で
す
」

―

若
手
メ
ン
バ
ー
に
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
め

　

な
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
？

「
私
は
仕
事
を
辞
め
て
か
ら
、婦
人
会
に
入
り

　

ま
し
た
。
そ
の
婦
人
会
の
中
で
、ま
め
な
ク

　

ラ
ブ
へ
の
お
誘
い
の
声
が
か
か
り
、参
加
し

　

始
め
ま
し
た
」（
60
代
女
性
）

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
経
験
を
生
か

　

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、ま
め
な
ク

　

ラ
ブ
を
知
り
ま
し
た
。
自
分
が
学
ん
だ
こ

　

と
を
地
域
の
人
に
伝
え
た
い
と
思
い
、参
加

　

し
始
め
ま
し
た
」（
50
代
女
性
）

―

実
際
に
参
加
、そ
し
て
、運
営
委
員
を
し
て　

み
て
い
か
が
で
す
か
？

「
仕
事
を
し
て
い
る
時
は
、地
域
の
こ
と
は
全

　

く
知
ら
な
か
っ
た
け
ど
、だ
ん
だ
ん
地
域
に

　

興
味
を
持
ち
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

「
地
域
に
出
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
、一

　

参
加
者
と
し
て
み
ん
な
と
話
を
す
る
こ
と

　

で
自
分
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い

　

ま
す
」

―
今
後
の
展
望
は
？

「
働
き
盛
り
の
人
に
、地
域
の
こ
と
に
興
味
を

　

持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
二
宮
ま
め
な

　

ク
ラ
ブ
も
さ
さ
や
か
な
活
動
だ
け
ど
、次
世

　

代
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
で
す
」

「
地
域
の
介
護
予
防
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、こ

　

れ
か
ら
も
自
分
の
た
め
に
参
加
し
続
け
て

　

い
き
た
い
で
す
」

『
自
分
の
健
康
の
た
め
に
』が
、

　

地
域
を
元
気
に
！

　

自
分
の
健
康
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
が
集
ま
る
と
、地
域
の
元
気
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。
あ
な
た
の
ま
ち
に
も
、先
輩
が
作

り
上
げ
て
き
た
活
動
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
活

動
が
、こ
れ
か
ら
も
あ
な
た
の
ま
ち
に
受
け
継

が
れ
ま
す
よ
う
に
…
。
ま
ず
は
『
自
分
の
健

康
た
め
に
』、地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

健康
＆

すくすく

江津健康ダイヤル２４ （２４時間年中無休 通話料 ・ 相談料無料）　☎０１２０－５０２－５６４

■問
健
康
医
療
対
策
課
健
康
増
進
係

　

℡
（
５
２
）７
９
３
５

　

未
来
に
バ
ト
ン
を
つ
な
げ
！

　
『
二
宮
ま
め
な
ク
ラ
ブ
』

　

二
宮
ま
め
な
ク
ラ
ブ

　

◎
毎
月
の
活
動
日

　
　

・
第
２
金
曜
日

　
　

・
第
３
金
曜
日

　
　

・
第
４
土
曜
日

　

◎
時
間　

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

　

◎
場
所　

二
宮
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
流
セ
ン
タ
ー

　

■問　
二
宮
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
（
二
宮
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　

℡
（
５
３
）１
６
６
５　

夫に声をかけられて夫婦 2 人で

休まずきている、皆勤賞！

インストラクター、スタッフ、
参加者「三位一体」で頑張って
います !

膝は痛いけど、他に動かす

ところがあるから今日も参加！
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無料エイズ検査について

　◎日時　① 11 月 28 日（火）　午後 1 時～ 7 時
　　　　　② 12 月 12 日（火）　午後 1 時～ 3 時
　◎場所　浜田保健所
　◎申込方法
　　　　事前に浜田保健所医事・難病支援課へお電話く
　　　ださい。
　　　　受付開設時間は月～金曜日（祝祭日を除く）の
　　　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分です。
　　　　予約は匿名でも可能です。

　◎検査内容　　
　　　　検査は血液検査です。
　　　　検査を受けた後、検査結果が分かるまで 90 分　
　　　 要します。

　　　　　　　　　　　　　■申 ■問 浜田保健所医事・難病支援課
　　　　　　℡０８５５（２９）５５４９

　　　　　済生会江津総合病院
　　　　　「市民公開講座」

　【１１月の講座】

　「一緒に考えよう！！　心臓病のこと」
　    ◎開催日　１１月８日（水）・１１月２２日（水）
　　　        　　　　　※両日とも内容は同じです

    ◎時間　　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
　　　        　　　　　※時間は共通

　◎場所　　 済生会江津総合病院１階
　　　　　　 外来１ブロック

　◎講師　　 済生会江津総合病院
　　　　　　　医師　中村　琢
　　　　　　　　　　（循環器科医長）
　　　　　　　栄養士　管理栄養士

　江津市の主要死因第２位の心疾患（心筋梗塞・狭心症・心
不全）について、わかりやすく説明いたします。
　食事療法（減塩の工夫など）についてお話しします。

　　　※お申し込みは不要で、受講は無料です。
　　　　会場は病院内の待合スペースですので、
　　　お気楽にご来場ください。

健康
＆

すくすく

ココ

☆１２月のテーマ
　　「大腸がん予防について」を予定
☆備考　
　以後の予定については、毎月広報ごうつ紙
　面でお知らせします。

　　■問 済生会江津総合病院企画経営課　  ℡（５４）０１０１
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江津むつみ会（糖尿病友の会）
会員募集
　江津むつみ会は、糖尿病の患者会です。仲間とともに糖尿
病の正しい知識を学び、日々の生活に役立てることを目的と
して活動しています。糖尿病患者さんだけでなく、ご家族の
方、糖尿病に関心のある人も大歓迎です。仲間とともに健康
生活を目指して、一緒に学びましょう。
　◎活動内容　糖尿病についての学習会、運動療法、調
　　　　　　　 理実習、交流会を月１回実施
　◎年会費　2,000 円
　　　　　■申 ■問 健康医療対策課健康増進係
　　　℡（５２）７９３５

１１月の献血・食事相談

【献血】
開催日 会  場 受 付 時 間

9 日（木） トップ金属工業株式会社　
江津工場

午前 9 時 30 分
　　～ 11 時 30 分

１９日（日）
江津市総合市民センター

（ごうつ秋まつり会場）
※主催・江津ライオンズクラブ

午前 9 時　　
　　～ 11 時 30 分
　 午後 1 時～ 3 時

　◎対象　400ml 献血（全血）が可能な人　
　　　　　　　　　　　　　※体重 50kg 以上
【食事相談】

開催日 会　場 時　間

28 日（火） 午前 9 時～午後 3 時 江津市役所内会議室

　◎対象者　糖尿病、境界型糖尿病、その他希望される人
　　　　　　　※事前に予約が必要です。
　　　　　■申 ■問 健康医療対策課健康増進係
　　　℡（５２）７９３５

健康
＆

すくすく

子育てサポートセンター　
江津「赤ちゃん登校日」

★ 津宮小学校
　次世代育成支援の一環として、小学生が赤ちゃんとの関わ
りを通じて、小さな命に感動する心、親への感謝や人への思
いやり、生きる勇気を育むことを目的に「赤ちゃん登校日」
を開催します。
　公開授業となっておりますので関係者だけでなく関心の
ある人の積極的な参観をお待ちしています。

「第３回赤ちゃんとの関わり体験授業」
　◎日時　　１１月１日（水）
　　　　　　午前９時 30 分～ 11 時 10 分
　◎会場　　津宮小学校
　◎講師　　帝京大学客員教授
　　　　　　高塚　人志 氏

★ 石見智翠館高校 
　江津市で初めて、高校生による赤ちゃん登校日を行いま
す。高校生が初めて出会う保護者や赤ちゃんとの関わりを
通して、小さな命に感動する心、感謝と思いやりの心に気づ
くと共に、コミュニケーション力と生きる力を育む授業で
す。
　公開授業となっておりますので関係者だけでなく関心の
ある人の積極的な参観をお待ちしています。

「事前授業」
　◎日時　　１１月６日（月）
　　　　　　　午後１時１０分～２時４０分
「第１回赤ちゃんとの関わり体験授業」
　◎日時　　１１月７日（火）
　　　　　　　午前９時５０分～１１時２０分
　◎会場　　石見智翠館高校
　◎講師　　帝京大学客員教授
　　　　　　高塚　人志 氏

　　　　　■問 子育てサポートセンターＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ　
　　　℡（５２）０５６９

世界で � 秒に 1 人
の命を奪う糖尿病

11 月 1� 日は
世界糖尿病デーです！
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【注１】　あさり子育て支援センターの行事は、都合により変更される場合があります。事前にセンターにお問合わせください。
【注２】　のぞみ子育て支援センターの行事の詳細は、直接センターにお問い合わせください。　　

子育てサポート　11 月のイベント一覧

健康
＆

すくすく

日 内　容 時間・会場 会　場 その他

1 日 津宮小学校　
赤ちゃん登校日

午前 9 時 30 分
　　　　～ 11 時 10 分 津宮小学校 詳細は 12 ページに掲載

1 日 乳幼児健康相談
・離乳食教室 午前 9 時 30 分～ 正午 谷住郷保育所

2 日 スーパーわくわくデー
　※要予約（締切 10/26） 午前 9 時 30 分～ 11 時 あさり子育て支援センター 森助産師とバランスボールを使った

エクササイズﾞをします

6 日 もぐもぐデー
　※要予約（締切 10/30） 午前 10 時～ 11 時 あさり子育て支援センター こども園がお勧めするおやつを試食

します

6 日 石見智翠館高等学校　
赤ちゃん登校日

午後１時 10 分
　　　　～２時 40 分 石見智翠館高等学校 詳細は 12 ページに掲載

7 日 石見智翠館高等学校　
赤ちゃん登校日

午前 9 時 50 分
　　　　～ 11 時 20 分 石見智翠館高等学校 詳細は 12 ページに掲載

８日 １歳６ヵ月児健康診査 午後１時～ 子育てサポートセンター 対象児：H28 年 3 月～ 5 月生まれ

9 日 わくわく誕生会
※要予約（締切 11/2） 午前 10 時～正午 あさり子育て支援センター

10 月・11 月のお友達の誕生会をし
ます。カレーを一緒に食べます。
参加費：子ども 100 円・大人 200 円

10 日

おたのしみの日　　
第 3 回食育講座
「お芋掘り」
　※要予約（締切 11/8）

午前 10 時～正午 ☆集合場所
　子育てサポートセンター

持ち物：飲み物、軍手、長靴、帽子、収
穫した芋を入れるビニール袋
（サポートセンターからバスに乗っ
てお芋畑に行きます。自家用車の方
は、直接集合してください。詳しく
はサポートセンターまでお問い合わ
せください。）

15 日 乳幼児健康相談
☆受付時間
　午前 9 時 30 分
　　　　～１１時 30 分

子育てサポートセンター

16 日 乳児健康診査 午後１時～ 子育てサポートセンター 対象児：H29 年 6 月 21 日～ 8 月 15
日生まれ

16 日 さくらこども園の日
　※要予約（締切 11/9） 午前 9 時 30 分～ 11 時 さくらこども園 あさりと姉妹園のさくらで園庭遊び

をします。

17 日 おたのしみの日
「キッドビクス」 午前 10 時～ 11 時 子育てサポートセンター 持ち物：飲み物、バスタオル　

※赤ちゃんから楽しめます。
18 日 絵本の読みかたりの日 午前 10 時～ 11 時 子育てサポートセンター しまね子ども読書等推進の会江津支部

19 日

パパとママと一緒の
憩いの日
「親子でパン作り」
　※要予約（締切 11/10）

午前 9 時 30 分～午後１時 子育てサポートセンター 持ち物：飲み物、エプロン、三角巾、
参加費：大人 1 につき 300 円

20 日 あったか心の相談日
　※要予約 午前 10 時～正午 子育てサポートセンター

専門相談員：加納美代子さん（保健
師・看護師・養護教諭等の資格を持
つｶｳﾝｾﾗｰ）　

21 日 はじめてベビーの日　
「baby のキホン」 午前 10 時～正午 子育てサポートセンター

対象者：第 1 子の０歳の赤ちゃんと
そのご家族
計測、手遊び、歌遊び等、保健師やお
友達とお話しましょう

22 日 離乳食教室 午前 10 時～ 11 時 30 分 子育てサポートセンター 対象：中期　7 ～ 8 か月児

24 日 おたのしみの日　
第 3 回子育て講座 午前 10 時～ 11 時 子育てサポートセンター 講師：加納美代子さん　

24 日 あったか心の相談日
　※要予約 午前 11 時～正午 子育てサポートセンター 専門相談員：加納美代子さん　

30 日 わくわくランチ
　※要予約（締切 11/22） 午前 11 時～正午 あさり子育て支援センター

こども園の昼食メニューを試食しま
す（3 組限定）
参加費：子ども 200 円・大人 250 円

　　　　■申 ■問 子育てサポートセンター ＮＰＯ法人ちゃいるどりーむ  ℡（５２）０５６９
　　   子育て支援課子育て支援係　℡（５２）７４８７
　　   あさり子育て支援センター　℡（５５）１０２４　 のぞみ子育て支援センター　℡（５３）２５５５

　子育てサポートセンター及び子育て支援課の実施する今月のイベントや各種の
取り組みなどをお知らせします。
　各イベントなどへのお申し込みやお問い合わせは下記の各施設等までお問い合
わせください。
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市政のお知らせ
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新庁舎
建設予定地

賞　名 作　　品 学校名 学年  氏　名
（敬称略）

最優秀賞 その言葉　自分に言われて　どう思う？ 江津中学校 １年 山田楓花

優秀賞

どうしたの？　まだ間に合うよ　話してよ 青陵中学校 ３年 須山愛弓
「助けて」と　言えないあの子に　声かけて 〃 ２年 花田さち
あいさつは　地域をつなぐ　魔法の言葉 桜江中学校 ３年 加藤さつき
やめようと　止める勇気が　思いやり 〃 ２年 佐々岡拓也

佳作

「それはダメ！」そう言えるのも　思いやり 江津中学校 ２年 　川ちひろ
「ＳＴＯＰ」と　友に言える　その勇気 〃 ２年 野村琉馬
全てはね　画面越しには　伝わらない 〃 ２年 石田鈴夏
一人じゃない　言える勇気が　友救う 江東中学校 ３年 田儀眞菜
考えて　その行動や　その言葉 〃 ２年 瓜崎里奈
もうヤダと　投げ出さないで　前を見て 桜江中学校 ３年 遅越安寿
「ありがとう」　その一声で　皆笑顔 〃 ３年 中曽公貴
考えて　それって遊び？　それともいじめ？ 〃 ３年 古野瑠波

学校名 学年   氏　名
（敬称略） 該当事由

桜江中学校 ３年 遅越安寿
３年連続入賞
　　１年  優秀賞
　　２年  佳作
　　３年  佳作（

（

第 67 回「社会を明るくする運動」標語入選作品

【特別賞】
３年連続入賞という成績を収められたことを賞するもの

【応募総数】　593 点

市
道
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２．職員の人事評価および勤務評定の状況

区分 職員数 対前年
増減数

主な増減
理由部門 26 年 27 年 28 年 29 年

一般
行政
部門

総務 5 5 5 5 0
民生 13 13 13 13 0
衛生 2 2 2 2 0

合計 20 20 20 20 0

１．職員の任免および職員数に関する状況

（単位：人）（１）職員数の状況
平成 28 年度職員数

（平成 28 年 4 月 1 日現在）
平成 28 年度中

採用者数 退職者数
９ 0 1

（２）構成市からの派遣職員
（平成 28年４月１日現在）

江津市 浜田市
4 人 8 人

　職員の人材育成や配置など人事管理の基礎資料とするため、
地方公務員法の定めに基づき、全職員を対象に年間 2 回の人事
評価を実施しています。また、職員の昇給、昇格などに際しては、
所属長による勤務評定を実施しています。

区分 人数 内容

昇給時 9 定期昇給時における所属長による勤務評定

昇格・昇任時 なし 主事から主任主事など昇任時における所属
長の勤務評定

（平成 28年同中　単位：人）

区分 内容
勤務時間 午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで
休憩時間 午後 0 時から午後 1 時までの 1 時間
週休日 日曜日および土曜日

休日 国民の祝日に関する法律に規定する休日および
年末年始（12 月 29 日から翌年の 1 月 3 日まで）

７　職員の服務の状況

職務上
の義務

法令などを遵守する義務 職務命令に従う義務
信用失墜行為の禁止 秘密を守る義務
職務に専念する義務 政治行為などの制限
争議行為などの禁止 営利企業などの従事制限

浜田広域行政組合
平成２８年度人事行政の
運営等の状況の報告

　浜田地区広域行政組合（浜田市・江津市で構成）では、
介護保険業務、可燃ごみの処理業務などを行っています。
　組合の人事行政の運営における公平性と透明性を高め
ることを目的として、地方公務員法および浜田地区広域
行政組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に
基づき、職員の任用・職員数・勤務時間そのほかの勤務
条件など人事行政の運営の状況についてお知らせします。

■問浜田地区広域行政組合　℡（５３）５０８２

３　部門別職員数の状況

４　職員の勤務時間などの状況

（派遣職員を含む。各年度 4月 1日現在　単位：人）

区分 内容
年次有給

休暇
1 年につき 20 日間付与、新規採用職員（4 月 1 日付）
は 15 日間付与。

特別休暇

結婚・出産・忌引・災害など特別の事由により勤務
しないことが相当であると認められる場合の休暇。
休暇の種類は、公民権の行使、証人などの官公庁へ
の出頭、ドナー休暇、ボランティア休暇、結婚休暇、
産前の健診、妊娠に起因する体調不良、産前産後休
暇、育児時間、妻の分べん、男性の育児、乳幼児健
診、子などの看護休暇、忌引、父母などの法要、夏
季休暇、セルフケア休暇、感染症、災害などによる
交通遮断・住宅の破壊、生理休暇です。

５　職員の休暇などの状況

６　職員の分限および懲戒処分の状況

区分
分限処分 懲戒処分

免職 休職 降任 免職 停職 減給 戒告
処分者数 0 0 0 0 0 0 0

（平成 28年度中　単位：人）

８　職員の退職管理の状況

　地方公務員法などの定めに基づき、営利企業などに再就職し
た退職者による現職職員への働きかけなどを規制するほか、退
職職員からの届出に基づく再就職の状況を公表します。届出お
よび公表は、管理職であった者が営利企業などの常勤の役職員、
または非常勤の役員に就任した場合としています。

区分 管理者数 件数

退職時に管理職であった者の数、再就職の
届出数（平成 28 年度末退職職員） 0 0

働きかけ等に関する公平委員会からの調査の要求 0

（平成 28年同中　単位：人）

区分 人数 内容

職
員
研
修

県自治研修所 15 職務経験などの階層別研修・実務
研修・特別研修など

市町村総合事務組合 8 行政実務研修・政策課題研修
派遣研修 2 市町村アカデミー
浜田市研修 23 服務・倫理・健康・人権研修会など
各課独自研修 41 実務研修など

９　職員の研修の状況
（平成 28年同中　単位：人）

区分 人数 内容

健康
診断

定期健康診断 6 広域行政組合が実施する一般健診

人間ドック 3 市町村職員共済組合が実施する総合
健診

特殊健診 6 じん肺健診
公務・通勤災害補償 0 地方公務員災害補償基金が行う補償

（平成 28年同中　単位：人）

10　職員の福利および利益の保護の状況

区分 状況
勤務条件に関する措置の要求の状況 該当なし
不利益処分に関する不服申し立ての状況 該当なし

11　公平委員会の業務の状況 （平成 28年同中）
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間　

～
い
ち
は
や
く　

知
ら
せ
る
勇
気　

つ
な
ぐ
声
～

■問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　

℡
（
５
２
）
７
４
８
７

児童虐待は社会全体で
解決すべき問題です

・
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
が
い
た
ら

・
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に

悩
ん
だ
ら

・
子
育
て
に
悩
む
親
が
い
た
ら

　

こ
ん
な
時
は
す
ぐ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど
も
を

守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
悩
む
保
護

者
を
支
援
す
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
と

な
り
ま
す
。

◎
連
絡
・
相
談
先

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
3
桁
ダ
イ
ヤ
ル　
　

　
　
　

℡
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　
　
　
　

※
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童　
　

　
　
　
　
　

相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す

・
江
津
市
子
育
て
支
援
課

　
　
　

℡
（
５
２
）
７
４
８
７

・
浜
田
児
童
相
談
所　
　
　
　
　

　
　
　

℡
０
８
５
５
（
２
８
）
３
５
６
０

・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　

℡
（
５
２
）
０
５
６
９

11
月
12
日
～
11
月
25
日

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

■問
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　

℡
（
５
２
）
７
４
８
７

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で　

～
Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
～

◎
相
談
窓
口

　

・
島
根
県
警
察
相
談
セ
ン
タ
ー
（
24
時
間
対
応
）

　
　
　

℡
０
８
５
２
（
３
１
）
９
１
１
０

　

・
島
根
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
月
～
金
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時
）

　
　
　

℡
０
８
５
２
（
２
５
）
８
０
７
１　

　
　
　
　

※
電
話
相
談
は
土
日
も
対
応
・
祝
日
年
末
年
始
除
く

　

・
島
根
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
西
部
分
室

　
　
　

℡
０
８
５
４
（
８
４
）
５
６
６
１

　

・
浜
田
児
童
相
談
所

　
　
　

℡
０
８
５
５
（
２
８
）
３
４
３
４

　

・
江
津
市
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
（
月
～
金
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時
）

　
　
　

℡
（
５
２
）
７
４
８
７　

※
祝
日
年
末
年
始
を
除
く

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）
と
は
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー

な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
人
か
ら
ふ
る

わ
れ
る
「
暴
力
」
で
す
。
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪

に
も
な
る
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
る
と

と
も
に
、
個
人
の
尊
厳
を
害
す
る
も
の

で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

Ｄ
Ｖ
は
繰
り
返
さ
れ
、
次
第
に
エ
ス

カ
レ
ー
ト
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
あ
な
た
や
友
人
が
Ｄ
Ｖ
の
被
害

者
か
も
・
・
・
と
気
付
い
た
ら
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
を
。

　

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

1��017.11かわらばん



市政のお知らせ

　

わ
が
国
の
平
和
と
国
民
の
生
活
を
守

る
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官

を
募
集
し
ま
す

自
衛
官
候
補
生

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

◎
採
用
と
同
時
に
自
衛
官
候
補
生
に
任

命
。
３
ヶ
月
間
の
教
育
訓
練
を
修
了
し

た
後
、
１
年
９
ヵ
月
か
ら
２
年
９
ヵ
月

を
任
用
期
間
と
す
る
２
等
陸
・
海
・
空

士
に
任
用
さ
れ
ま
す
。

◎
応
募
資
格　

採
用
予
定
月
の
１
日
現

在
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
ひ
と

◎
試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

◎
試
験
科
目　

筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
・

社
会
・
作
文
）、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
、

身
体
検
査

☆
男
性

◎
応
募
期
間　

（
第
６
回
）
10
月
３
日

（火）
～
11
月
10
日

（金）

（
第
７
回
）
11
月
13
日

( 月）
～
12
月
８
日

（金）

（
第
８
回
）
12
月
11
日

( 月）
～

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
１
月
12
日

（金）

◎
試
験
期
日

（
第
６
回
）
11
月
11
日

（土）

（
第
７
回
）
12
月
９
日

（土）

（
第
８
回
）
平
成
30
年
１
月
13
日

（土）

☆
女
性

◎
応
募
期
間

　
　
　

  　

10
月
23
日

（月）
～
11
月
10
日

（金）

◎
試
験
期
日　

11
月
11
日

（土）

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
燃
料
消
費
量

や
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
減
ら
し
、
地

球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
げ
る
「
運
転
技

術
」
や
「
心
が
け
」
で
す
。
ま
た
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
は
交
通
事
故
の
削
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

次
の
10
項
目
を
心
が
け
、
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
を
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
．
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル「
ｅ
ス
タ
ー
ト
」

２
．
車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、　

　

加
速
・
減
速
の
少
な
い
運
転

３
．
減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を
離

　

そ
う

４
．
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
適
切
に

５
．
ム
ダ
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め
よ
う

６
．
渋
滞
を
避
け
、
余
裕
を
も
っ
て
出

　

発
し
よ
う

７
．
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
か
ら
始
め
る
点

　

検
・
整
備

８
．
不
要
な
荷
物
は
お
ろ
そ
う

９
．
走
行
の
妨
げ
と
な
る
駐
車
は
や
め

　

よ
う

10
．
自
分
の
燃
費
を
把
握
し
よ
う

自
衛
官
募
集

■問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
募
集
課　

℡
０
８
５
２
（
２
１
）
０
０
１
５

11
月
９
日

（木）
～
15
日

（水）
は
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

■問
江
津
邑
智
消
防
組
合　

℡
（
５
２
）
０
１
１
９

火
の
用
心

　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

火
を
扱
う
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
ず

消
火
を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
万
が
一
住
宅
火
災
が
発
生
し
た

場
合
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

☆
命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「
３
つ
の
習
慣
」

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す

「
４
つ
の
対
策
」

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る

11
月
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間
で
す

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係　

℡
（
５
２
）
７
９
３
６
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有　

料　

広　

告

く
ら
し
の
広
場

催　

し

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

江津市役所
　℡（５２）２５０１

不燃物処理場には、事業系のごみは持ち込みできません。

可
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

◎
日
時　

11
月
26
日

（日）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

※
有
料
、事
前
連
絡
不
要

■問
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
３
）５
０
８
１

不
燃
物
処
理
場
の

休
日
開
場
日

◎
日
時　

11
月
26
日

（日）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

※
一
般
家
庭
の
燃
え
な
い
ご
み
の
み

が
対
象
で
有
料
で
す
。な
お
、
金
物
類

と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ガ
ラ
ス
・
陶
器

類
に
分
別
が
必
要
で
す
。

　

事
前
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■申
■問
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）５
３
２
１

空
き
家
、空
き
地
の

所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

　

空
き
家
の
庭
や
空
き
地
に
雑
草
が

生
い
茂
る
と
、
害
虫
や
火
災
の
発
生

の
原
因
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
、
空
き
地
の
所
有
者
お
よ

び
管
理
者
は
、
近
隣
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
よ
う
、定
期
的
な
除
草
、清
掃

を
す
る
な
ど
し
て
適
正
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

℡
（
５
２
）７
９
３
６

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す

☆
野
焼
き
に
つ
い
て

「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い
て
、

煙
で
困
っ
て
い
る
」、「
洗
濯
物
に
に

お
い
が
付
く
」、「
煙
で
ぜ
ん
息
が
悪

化
し
な
い
か
心
配
で
あ
る
」な
ど
の

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生

や
火
災
の
危
険
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
焼
却
炉
、ド
ラ
ム
缶
・

ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
素
掘
り
の
穴
を
利

用
し
た
も
の
な
ど
に
よ
る
焼
却
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、決
め

ら
れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

☆
例
外
と
お
願
い

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
な
ど
、法
律
で
例
外
的

に
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、焼
却
量
や
時
間
帯
、風
向
き
な

ど
を
考
慮
し
、ご
近
所
の
理
解
を
得

て
、迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

℡
（
５
２
）７
９
３
６

宝
く
じ
は
広
く
社
会
づ
く
り

に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入

を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
へ
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
と
と
も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広

報
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
地
域
の
交
流
行

事
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
的
と

し
、
次
の
団
体
に
宝
く
じ
の
助
成
金

を
交
付
し
、
や
ぐ
ら
ス
テ
ー
ジ
と
長

胴
太
鼓
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

・
谷
住
郷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　
　
　
（
桜
江
町
谷
住
郷
）

■申
■問
政
策
企
画
課
政
策
企
画
係

℡
（
５
２
）７
９
２
５

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

☆
税
を
考
え
る
週
間

　

テ
ー
マ「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
～

17
日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し

て
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.nta.go.jp/

）で
様
々
な
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

1��017.11かわらばん



有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し

☆
浜
田
税
務
署
長
納
税
表
彰
式

　

納
税
思
想
の
高
揚
な
ど
に
貢
献
し

た
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。

◎
日
時　

11
月
14
日

（火）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

11
時
30
分

◎
場
所　

浜
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

☆
租
税
作
品
合
同
表
彰
式

　

今
年
で
第
６
回
と
な
る
租
税
作
品

合
同
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

◎
日
時　

11
月
11
日

（土）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◎
場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階
ゆ
め
広
場

■問
浜
田
税
務
署

　

℡
０
８
５
５
（
２
２
）０
３
６
０

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ご
う
つ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）開
設

　

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
、認
知

症
に
不
安
の
あ
る
人
、誰
も
が
気
軽

に
集
え
る
場
で
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ

も
い
ま
す
。
認
知
症
の
こ
と
や
医

療
・
介
護
の
こ
と
、心
配
事
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

11
月
11
日

（土）
、25
日

（土）

※
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

午
後
1
時
30
分
～
4
時

◎
場
所　

ワ
ー
ク
く
わ
の
木
江
津
事

業
所
（
森
の
レ
ス
ト
ラ
ン
隣
）

◎
対
象　

認
知
症
の
人
と
そ
の
家

族
、専
門
職
な
ど
ど
な
た
で
も

◎
申
込
不
要

◎
参
加
費　

１
０
０
円
（
お
茶
代
）

■問
ミ
レ
青
山   

℡
（
５
４
）３
１
０
０

が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン
江
津
の

お
知
ら
せ

　

が
ん
の
こ
と
を
気
軽
に
本
音
で
語

り
合
う
場
、対
話
を
通
し
て
不
安
や

孤
独
感
が
和
ら
ぐ
よ
う
な
場
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
ほ
っ
と
す
る
時
間
を
共
に
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

◎
日
時　

11
月
18
日

（土）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◎
場
所　

江
津
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
対
象　

が
ん
で
治
療
中
の
人
や
か

つ
て
が
ん
を
体
験
し
た
人
、そ
の
家

族
、医
療
や
福
祉
の
専
門
職
な
ど
ど

な
た
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

◎
申
込
不
要

◎
参
加
費　

１
０
０
円　
（
お
茶
代
）

■問
世
話
人
代
表　

松
浦
真
理
子

℡
０
９
０
（
８
０
６
８
）７
９
２
０

11
月 

補
聴
器
修
理
相
談
会

「
福
祉
事
務
所
分
室
」
会
場

（
選
管
事
務
局
隣
り
）

☆
１
日

（水）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

☆
６
日

（月）
〔
東
神
実
業
〕

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

☆
13
日

（月）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

☆
29
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

「
桜
江
総
合
セ
ン
タ
ー
和
室
」

　
　
　
　
　

会
場
（
桜
江
町
川
戸
）

☆
９
日

（木）
〔
深
野
時
計
店
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

☆
29
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
健
康
医
療
対
策
課
障
が
い
者
福
祉
係

℡
（
５
２
）７
９
３
４

移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

（
就
業
相
談
会
）開
催

◎
内
容　

求
人
・
求
職
相
談
、

　
　
　
　

看
護
情
報
の
提
供
な
ど

◎
日
時　

11
月
15
日

（水）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　
（
毎
月
第
３
水
曜
日
）

◎
場
所　

済
生
会
江
津
総
合
病
院

■問
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２
（
２
７
）８
５
１
０

島
根
県
高
次
脳
機
能
障
が

い
者
支
援
研
修
会

◎
テ
ー
マ　

子
ど
も
の
高
次
脳
機
能

障
が
い
と
学
習
障
が
い

◎
講
師　

関
あ
ゆ
み
氏
（
北
海
道
大

学
大
学
院
教
育
学
研
究
院
准
教
授
）

◎
日
時　

12
月
２
日

（土）

　
　
　
　

午
後
１
時
20
分
～
４
時
30
分

◎
場
所　

い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修
室

◎
定
員　

１
２
０
人

◎
参
加
費　

無
料

◎
申
込
締
切　

11
月
20
日

（月）

■申
■問
西
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
支
援
科

℡
（
５
２
）２
４
４
２

家
庭
犬
の
し
つ
け
教
室

◎
日
時　

11
月
19
日

（日）

                           

※
小
雨
決
行

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

◎
場
所　

わ
ん
わ
ん
・
ふ
れ
あ
い
広

場
（
渡
津
町
２
６
１
号
線
上
長
田
バ

ス
停
前　

※
看
板
あ
り
）

◎
参
加
費　

３
０
０
円

◎
内
容　

警
察
犬
訓
練
士
に
よ
る
講

義
と
実
践
。愛
犬
と
一
緒
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。一
人
で
の
参
加
や
大

型
犬
も
歓
迎
し
ま
す
。

※
終
了
後
、
希
望
す
る
人
に
は
個
別

指
導
も
し
ま
す
。雨
天
延
期
（
小
雨

決
行
）

■問
わ
ん
わ
ん
・
ふ
れ
あ
い
会
（
杉
本
）

℡
（
５
２
）３
６
７
２
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有　

料　

広　

告

催　

し

く
ら
し
の
広
場

募　

集

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

 

　

11
月
募
集
団
地
の
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
江
津
市
定
住
促
進
住
宅
お
よ
び
島

根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
（
公
社
住

宅
）に
つ
い
て
は
、随
時
募
集
中
。

◎
募
集
期
間
（
最
終
日
必
着
）

　
　
　
　

11
月
16
日

（木 )
～
30
日

（木）

◎
抽
選　

12
月
下
旬

◎
入
居
予
定　

1
月
中
旬

※
入
居
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
、
ま
た
は
公
社
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■申
■問
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

℡
０
８
５
５
（
２
５
）０
５
３
５

江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
会
員
募
集

　

あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
業
務
内
容　

屋
内
・
屋
外
清
掃
、窓

ふ
き
や
水
ま
わ
り
の
掃
除
、
家
庭
の

定
期
的
な
ご
み
出
し
、
障
子
の
貼
り

替
え
、草
刈
り
や
せ
ん
定
。

◎
入
会
条
件　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
健
康
で
、働
く
意
欲
の
あ
る
人

☆
入
会
説
明
会
（
筆
記
用
具
持
参
）

◎
日
時　

11
月
16
日

（木）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

◎
場
所　

江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

　

空
き
家
や
お
墓
の
掃
除
も
行
っ
て

い
ま
す
。ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■申
■問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
６
１
６

 

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

体
験
ツ
ア
ー
・
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
☆
保
育
所
体
験
ツ
ア
ー

　

保
育
所
で
働
き
た
い
人
、保
育
士

の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
人
を
対
象
に

し
た
見
学
・
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。 

◎
日
時　

11
月
24
日

（金）　

　
　
　
　

午
前
9
時
15
分
～
午
後
１
時 

◎
会
場　

い
わ
み
ー
る

◎
内
容　

う
み
か
ぜ
保
育
園
（
浜
田

市
久
代
町
）、こ
く
ふ
子
ど
も
園
（
浜

田
市
国
分
町
）を
訪
問
し
、保
育
の
実

際
を
体
感
し
、給
食
も
一
緒
に
食
べ

ま
す
。 

◎
参
加
費
無
料　

　
　

※
給
食
費
は
実
費
負
担 

☆
福
祉
・
介
護
の

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

も
う
一
度
、福
祉
の
基
礎
を
学
び

直
し
ま
せ
ん
か
？ 

　

福
祉
の
職
場
で
役
立
つ
知
識
と
技

術
を
分
か
り
や
す
く
楽
し
く
学
べ
ま

す
。 

　

大
人
気
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
の
で
申

込
は
お
早
め
に
！ 

◎
日
時　

・
11
月
30
日

（木）

　
　
　
　

・
12
月
1
日

（金） 

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　

※
時
間
は
両
日
と
も

◎
会
場　

い
わ
み
ー
る 

◎
主
な
内
容　

　

①
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
高
齢

　

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
理
解 

高
角
山
で
の
桜
の
植
樹

参
加
者
募
集

　

柿
本
人
麻
呂
ゆ
か
り
の
高
角
山
公

園
で
、桜
の
植
樹
を
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
記
念
や
思
い
出
を
残

し
ま
せ
ん
か
。お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

11
月
11
日

（土）

　
　
　
　

午
前
９
時
～

◎
場
所　

高
角
山
公
園
内

◎
参
加
無
料

　

ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
ご
持
参
の
う

え
、
作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■申
■問
麻
呂
の
会
（
田
中
）

℡
（
５
２
）５
８
５
５

第
９
回
赤
瓦
の
住
宅
・
街

な
み
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　　

江
津
市
の
特
色
あ
る
赤
瓦
景
観
の

素
晴
ら
し
さ
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、小
・
中

学
生
を
対
象
に
し
た「
赤
瓦
の
住
宅
・

街
な
み
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
ふ
る
さ
と
教
育
に
役

立
つ
と
も
に
、
教
職
員
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
も
赤
瓦
景
観
に
対
す
る
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

◎
応
募
方
法　

　
　

学
校
単
位
の
応
募
と
し
ま
す

◎
募
集
期
間　

11
月
1
日

（水）
～

　
　
　
　
　
　
　

11
月
30
日

（木）

◎
発
表
・
表
彰　

平
成
30
年
1
月
下

旬
に
各
学
校
に
お
知
ら
せ
し
、
2
月

に
表
彰
式
お
よ
び
作
品
展
示
会
を
パ

レ
ッ
ト
ご
う
つ
に
て
行
い
ま
す
。

■申
■問
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

　
　
　
　
　

℡
（
５
２
）７
９
５
２

男
の
生
活
応
援
塾

「
パ
パ
ッ
と
ご
ち
そ
う
を

作
ろ
う
！　

ダ
シ
要
ら
ず

料
理
！
」参
加
者
募
集

　

男
女
共
同
参
画
の
社
会
実
現
の
た

め
、男
性
の
家
事
参
加
を
目
的
と
し

た
「
料
理
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

　

料
理
経
験
が
な
い
人
で
も
コ
ツ
が

分
か
れ
ば
簡
単
。
ご
夫
婦
、女
性
の

参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
日
時　

11
月
13
日

（月）

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
１
時

◎
場
所　

パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ

◎
講
師　

森　

奈
々
子
さ
ん

◎
参
加
費　

５
０
０
円

◎
申
込
方
法　

11
月
8
日

（水）
ま
で
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■申
■問
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー　

℡
（
５
２
）１
０
１
８

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

◎
募
集
団
地

�0�017.11かわらばん



第
��
回

『
小
さ
な
巨
匠
展
』

 　

島
根
県
立
江
津
清
和
養
護
学
校
と

江
津
市
内
特
別
支
援
学
級
、江
津
市

在
住
の
浜
田
養
護
学
校
の
児
童
生
徒

の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。 

　

児
童
生
徒
が
学
習
活
動
の
中
で
制

作
し
た
絵
画
や
版
画
、工
作
な
ど
の

造
形
作
品
や
学
習
の
様
子
を
紹
介
し

た
も
の
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
小
さ

な
巨
匠
の
力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。」 

◎
開
催
期
間　

11
月
15
日

（水）
～

　
　
　
　
　
　

11
月
22
日

（水） 

◎
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
５
時

　
　
　

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で 

◎
会
場　

ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津

◎
入
場
無
料

■問
島
根
県
立
江
津
清
和
養
護
学
校
生

徒
指
導
部 　

℡
（
５
２
）２
６
１
３

高
砂
文
化
祭 

　

今
年
も
高
砂
文
化
祭
を
開
催
し
ま

す
。 

　

石
見
神
楽
・
大
正
琴
・
模
擬
店
・

無
料
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
厨
房
お
楽
し

み
企
画
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
ご

ざ
い
ま
す
！ 

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

◎
日
時　

11
月
25
日

（土）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

◎
会
場　

高
砂
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

■問
島
根
県
済
生
会
高
砂
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
５
２
）５
１
０
０ 

し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
ご
縁
ル
ー
ム
」

　
「
結
婚
は
し
た
い
け
ど
ま
ず
は
お

友
だ
ち
か
ら
・
・
・
」「
話
を
す
る

の
は
苦
手
だ
け
ど
色
々
な
人
の
お
話

は
聞
い
て
み
た
い
・
・
・
」　　

結

婚
と
い
う
ゴ
ー
ル
の
目
的
を
持
つ
男

女
が
集
ま
り
、色
々
な
お
話
が
で
き

る
場
所
を
用
意
し
ま
し
た
！

◎
開
催
日　

12
月
９
日

（土）

◎
対
象
者
・
受
付
時
間

　

①
38
歳
～
49
歳
の
独
身
男
女

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

②
48
歳
以
上
の
独
身
男
女

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
　

※
開
催
時
間
内
は
出
入
り
自
由

◎
会
場　

い
わ
み
ー
る

◎
参
加
料　

無
料

◎
申
込
方
法　

事
前
に
左
記
ま
で
電

話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
締
切　

12
月
７
日

（木）

　

定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、開
催

時
間
に
男
女
が
揃
っ
て
い
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

■申
■問
し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
浜
田
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
５
）１
１
５
０

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し

市税などの納付は、安全・確実・便利な口座振替をご利用ください。

　

②
障
が
い
・
高
齢
施
設
の
見
学 

　

③
生
活
支
援
技
術 

◎
対
象
者　

福
祉
の
事
業
所
で
就
業

経
験
の
あ
る
人
（
資
格
不
問
）と
就

業
経
験
は
な
い
が
、福
祉
の
有
資
格

者
ま
た
は
研
修
受
講
経
験
の
あ
る
人 

◎
定
員　

20
人 

◎
受
講
料　

無
料 

◎
申
込
締
切　

11
月
22
日

（水） 

◎
託
児
可
能

　
　

※
事
前
申
込
が
必
要

■申
■問
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見

支
所 

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石

見
分
室
） 

℡
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
４
０

第
�0
回

桜
江
神
楽
共
演
大
会

◎
日
時　

11
月
５
日

（日）

　
　
　
　

午
前
９
時
～

◎
会
場　

桜
江
中
学
校
体
育
館

◎
入
場
料

・
前
売
券　

大
人
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生
７
０
０
円

・
当
日
券　

大
人
２
０
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生
１
０
０
０
円

◎
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所

　

桜
江
町
内
各
商
店
、ゆ
め
タ
ウ
ン

江
津
、舞
乃
市
、江
津
市
観
光
情
報
セ

ン
タ
ー
な
ど

■問
桜
江
町
商
工
会
青
年
部

℡
（
９
２
）１
３
３
１

第
��
回

江
津
市
石
見
神
楽
大
会

◎
日
時　

11
月
26
日

（日）

　
　
　
　

午
前
９
時
～

◎
会
場　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
入
場
券　

※
中
学
生
以
下
は
無
料

・
前
売
券　

高
校
生
以
上

　
　
　
　
　
　

１
５
０
０
円

・
当
日
券　

高
校
生
以
上

　
　
　
　
　
　

１
８
０
０
円

◎
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所

　

ゆ
め
タ
ウ
ン
江
津
、江
津
市
観
光

情
報
セ
ン
タ
ー
、総
合
市
民
セ
ン
タ

ー
な
ど

■問
江
津
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）０
５
３
４

苔
玉
教
室
の
開
催

　

石
州
瓦
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
サ
ン
ド
を

使
っ
た
苔
玉
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◎
日
時　

11
月
18
日

（土）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◎
場
所　

地
場
産
セ
ン
タ
ー

◎
参
加
費　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

※
材
料
費
込
み

◎
定
員　

先
着
20
人

　

土
汚
れ
が
気
に
な
ら
な
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■申
■問 

㈲
日
興
建
材
グ
リ
ー
ン
デ
ザ

イ
ン
事
業
部
（
吉
田
・
山
形
）

℡
（
５
５
）１
０
２
０

石
央
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）０
６
０
０
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有　

料　

広　

告

催　

し

く
ら
し
の
広
場

募　

集

制
度
・
相
談

お
知
ら
せ

歳暮歳暮

石
見
も
り
も
り
祭
の
お
知

ら
せ
（
石
見
養
護
学
校
文
化
祭
） 

　

児
童
生
徒
た
ち
の
学
習
発
表
や
、

心
の
こ
も
っ
た
作
品
、
作
業
学
習
な

ど
の
製
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
校
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

◎
日
時　

11
月
18
日

（土） 

　

・
ス
テ
ー
ジ
発
表

　
　

午
前
9
時
5
分
～
11
時
45
分

　

・
作
品
展
示
お
よ
び
作
業
学
習
な

　
　

ど
の
製
品
販
売 

　
　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時

◎
会
場　

石
見
養
護
学
校
（
邑
南
町
） 

　

※
駐
車
場
は
学
校
校
庭

■問
石
見
養
護
学
校

℡
０
８
５
５
（
９
５
）２
１
４
１

浜
田
養
護
学
校　

は
ま
よ
う
ま
つ
り

 　
「
は
ま
よ
う
ま
つ
り
」
を
今
年
も
盛

大
に
開
催
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
来

校
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
日
時　

11
月
18
日

（土）　

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分 

◎
会
場　

浜
田
養
護
学
校 

◎
内
容　
〔
午
前
〕
各
学
部
の
学
習
発

表
会 

、〔
午
後
〕作
業
学
習
製
品
の
販

売
（
水
産
加
工
品
・
木
工
製
品
・
手

芸
品
・
陶
芸
品
・
野
菜
・
草
花
・
焼
菓

子
な
ど
）・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
出
し
物
・
福
祉

事
業
所
製
品
の
販
売
・
神
楽
部
に
よ

る「
大
蛇
」上
演
な
ど 

　

児
童
生
徒
の
作
品
展
示
も
し
て
い

ま
す
。 

■問
浜
田
養
護
学
校
（
福
田
） 

　

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
０
０

山
陰
い
い
も
の
マ
ル
シ
ェ

ｉ
ｎ
石
見

　

石
見
を
中
心
と
し
た
山
陰
の
「
い

い
も
の
」（
逸
品
）
が
大
集
合
す
る
マ

ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

◎
日
時　

11
月
５
日

（日）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

◎
場
所　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
周
辺

■問
島
根
県
観
光
振
興
課

℡
０
８
５
２
（
２
２
）６
９
１
３

石
見
海
浜
公
園
ク
ラ
フ
ト
教
室

《
い
ぬ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
作
り
》

　

江
津
市
で
活
動
さ
れ
て
い
る
わ
た

の
里
も
こ
も
こ
の
皆
さ
ん
が
大
事
に

育
て
ら
れ
た「
わ
た
の
実
」か
ら
と
れ

た
「
わ
た
」。こ
の
わ
た
を
使
っ
た
ふ

か
ふ
か
で
温
か
み
の
あ
る
い
ぬ
の
ぬ

い
ぐ
る
み
を
作
り
ま
す
。身
近
に
あ

る
材
料
も
使
っ
て
手
作
り
の
ぬ
い
ぐ

る
み
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　
　

◎
日
時　

12
月
２
日 

( 土 )

・
1
回
目　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
2
回
目　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◎
場
所　

し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス

入
り
口
手
前
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー

◎
募
集
人
数　

各
回
15
人

◎
参
加
費　

１
０
０
０
円

◎
申
込
締
切　

12
月
１
日

（金）

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
の
場
合
あ
り

■問
石
見
海
浜
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
８
）３
６
０
０

ア
ク
ア
ス
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
シ
ロ
イ
ル
カ
写
真
展
（
仮
）」

◎
開
催
期
間　

11
月
22
日

（水）
～

　
　
　
　
　

平
成
30
年
1
月
22
日

（月）

　

ア
ク
ア
ス
3
階
特
別
展
示
室
に
て

飼
育
ス
タ
ッ
フ
に
し
か
撮
れ
な
い
よ

う
な
、
シ
ロ
イ
ル
カ
の
あ
ん
な
シ
ョ

ッ
ト
・
こ
ん
な
シ
ョ
ッ
ト
を
一
挙
公

開
！

ア
ク
ア
ス
の
体
験
ス
ク
ー
ル

「
ふ
わ
ふ
わ
カ
ラ
ー
の
プ
ラ
板
作
り
」

～
海
の
生
物
を
描
こ
う
～

　

色
鉛
筆
で
描
く
か
ら
、
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
細
か
い
色
使
い
が
で

き
る
よ
！

◎
日
時　

11
月
19
日

（日）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◎
対
象　

ど
な
た
で
も

◎
定
員　

30
人

◎
参
加
費　

1
枚
／
１
０
０
円

◎
場
所　

レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

◎
講
師　

ア
ク
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

　

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル
の
お
申

し
込
み
は
、
次
の
い
ず
れ
か
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

①
電
話　

　

℡
０
８
５
５
（
２
８
）
３
６
１
４

　
　
　
　
　

※
午
前
9
時
～
午
後
5
時

②
ア
ク
ア
ス
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.
aquas.or.jp 

）の
申
込
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
ア
ス
☆
ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

～
い
つ
も
快
適
で
ア
ク
ア
ス
で

　

親
子
で
の
ん
び
り
特
別
体
験
！
～

「
ア
シ
カ
の
ニ
ー
ナ
と
ハ
イ
・
ポ
ー

ズ
！
」

◎
開
催
日　

11
月
13
日

（月）

　
　
　
　
　

11
月
27
日

（月）

◎
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

◎
対
象　

未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
パ

パ
や
マ
マ
（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
も
ち
ろ
ん
Ｏ
Ｋ
）

◎
参
加
条
件　

当
日
入
館
し
て
い
る

人
（
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
で
も
Ｏ
Ｋ
）

◎
定
員　

先
着
10
組

◎
申
込
方
法　

当
日
9
時
よ
り
ア
ク

ア
ス
1
階
総
合
案
内
所
で
受
け
付
け

ま
す
。（
先
着
順
）

　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

　
　
　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す

石
見
神
楽

◎
場
所　

ア
ク
ア
ス
隣
は
っ
し
ー
広

場
（
レ
ス
ト
ラ
ン
異
瑠
香
前
）

◎
時
間　

午
後
1
時
～
3
時

　
　
　
　
　
　
　
　

※
雨
天
中
止

・
11
月
３
日

（金）　

岡
見
神
遊
座

・
11
月
４
日

（土）　

熱
田
保
存
会

・
11
月
５
日

（日）　

上
府
神
楽
社
中

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

石
央
マ
リ
ン
開
発　

℡
０
８
５
５
（
２
８
）
３
３
８
８

　

ア
ク
ア
ス
イ
ベ
ン
ト
情
報
へ
の
お

問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
。

■申
■問
し
ま
ね
海
洋
館
学
習
交
流
係

℡
０
８
５
５
（
２
８
）
３
６
１
４

���017.11かわらばん



有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

制
度
・
相
談

募　

集

く
ら
し
の
広
場

催　

し

くらしの広場
１１月の無料相談

人権相談（登記相談含む）

江津会場
20 日（月）9：00 ～ 12：00

市役所 2 階　第 6 会議室

行政相談

江津会場
22 日（水）14：00 ～ 17：00

市役所１階　市民相談室

消費生活相談

日時 7 日（火）、21 日（火） 
9：00 ～ 12：00

場所 市役所１階　市民相談室

交通事故相談

日時 毎週水曜日（祝休日を除く）

場所 浜田合同庁舎１階

備考 要予約   ℡ 0855（29）5563
島根県交通事故相談所浜田相談室

サポステ浜田　就労相談

日時 毎月第２火曜日
11：00 ～ 13：00

場所 市社会福祉協議会　面談室

備考

要予約   ℡ 0855（22）6830
しまね西部若者サポートステーション
（浜田市野原町 1826 番地 1

いわみーる 1 階）

ふれあい福祉センター総合相談所

法律相談
（弁護士）
※要予約

9 日（木）13：00 ～ 15：00

市社会福祉協議会

一般相談
（江津会場）
※要予約

24 日（金）9：00 ～ 12：00

市社会福祉協議会

福祉相談
（担当職員）

（月）～（金）通年
※祝日・年末年始は除く

市社会福祉協議会

備考 予約・問合　℡（52）6710

１１月の断酒会

江津保健センター

開催日 2 日・9 日・23 日（いずれも木）
時間 19：00 ～ 21：00

桜江保健センター

開催日 16 日（木）
時間 19：00 ～ 21：00

■問 佐々井勉 ℡ 090 （8715） 8679

　  豊田康弘 ℡ 080 （1904） 8154

　
交通事故の発生状況

（９月末現在・江津警察署）

年別 件数 死者 傷者

江
津
市

29　年 35 2 37

28　年 34 0 49

前年比 1 2 -12

県
内

29　年 927 14 1075

28　年 955 19 1125

前年比 -28 -5 -50

人口・世帯数（９月末現在）

種別 人数・世帯数 前月比

総人口 24,034 -8

男 11,193 4

女 12,841 -12

世帯数 11,520 -2

市民生活課調べ

火災・救急・救助の件数
（９月末現在・江津消防署管内）

種別 月の件数 年間合計

火災 1 12

救助 7 28

救急 91 931

誕生おめでとうございます
（市民生活課９月届出分）

男のお子さん	 5人

女のお子さん	 4人

ありがとうございます
（9月 30 日受付分まで）

社会福祉事業へ寄付

香典返し寄付

▽嘉久志・森脇一貴さん（故冨枝さん）
▽敬川・横田勝登さん（故スエコさん）
▽川平・藤村明美さん（故山本喜代子
さん）▽桜江・山下信夫さん（故俊政さ
ん）▽黒松・西川賢二さん（故マサ子さ
ん）▽渡津・福原瑞枝さん（故友宏さん）
▽浜田市（江津）・前田浩志さん（故マ
サコさん）▽有福・佐々木兼幸さん（故
義道さん）▽都治・赤野徹さん（故博さ
ん）▽嘉久志・森口生人さん（故ヨネコ
さん）▽都野津・三原清さん（故カヅ子
さん）▽後地・青木一眞さん（故昭子さ
ん）
一般寄付

▽波子・石見歌謡連盟  代表  中村輝昭さ
ん
※掲載をご了承いただいた人について掲載
しています。印刷上表記できない漢字は、
常用漢字などに置き換えています。
江津市社会福祉協議会（℡ 52-2474）

（無料相談・断酒会・納付・各種統計・寄付など）
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広報担当のカメラから
まちの息吹をお届けします

歌声をお届けします！

　来年で結団１０周年を迎え、記念コンサートも計画中の江津市
民合唱団混声合唱団のみなさん。10 月４日、活動の一環として郷
田小学校を訪問され、100 曲以上のレパートリーの中から「歌声
の宅配便」を届けました。
　秋晴れの青空に男女混声の合唱が織りなす素敵な歌声が響きま
した。また、校歌など馴染みの歌は児童も一緒に歌い、楽しい時間
を過ごすことができました。
　「今後も歌声をお届けしたい」と合唱団メンバーのみなさん。次
の宅配先にも素敵な歌声が届きますね。

長寿の秘訣は「自然体」
市長から百歳のお祝い

　市では今年 100 歳を迎える市民のご長寿をお祝いするため、記
念品を贈呈しています。9 月 15 日、山下市長が中原國子さん（桜
江町川戸）を訪ね、お祝いの品を手渡しました。
　中原さんは大正 6 年（1917 年）生まれ。身の回りのことは自
分で行い、病気や怪我で病院に行くこともほとんどないのだとか。
長寿の秘訣は「自然体でいることです」と笑顔で話してください
ました。
　市内で 100 歳を迎えられた人は 13 人（男性 2 人、女性 11 人）
です。いつまでもお元気で！

地域の名工・名人をご紹介
　地域の名工・名人の作品を更に多くの人にご覧いただくため、
じばさんセンター２階に専用コーナー開設されました。
　10 月からは江津町在住の人形作家・横田妙子さんの「押絵人
形展」が開催されています。押絵とは、モチーフの絵をパーツごと
に切り離したあと、古い布を貼り付け、綿を入れたものを重ね合わ
せて制作されます。古布の趣を活かした色彩と絵の立体感が特徴
です。押絵人形展は秋をテーマにした作品約４０点を展示。１２
月２５日まで開催されますので、ぜひ一度お訪ねください。

　9 月 10 日、桜江総合センターにおいて今年で 5 年目を迎えた
「音楽フェスタ 2017in さくらえ」が開催されました。
　当日は、桜江中学校吹奏楽部の元気あふれる演奏をはじめ島根
中央高校吹奏楽部、石見智翠館高校吹奏楽部の意趣を凝らしたパ
フォーマンス、ゲスト出演のプロの音楽家が奏でる優雅な音色に
聴き入り、最後には出演者全員で大迫力のコラボ演奏が披露され
ました。
　詰め掛けた 400 人の来場者の皆さんは、上質な音楽に満たされ
た会場で夢のようなひと時を過ごすことができたのではないでし
ょうか。

極上の音楽フェスタｉｎ桜江
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「江津市の中学生に伝えたいこと」

　9月20日から22日まで江津中学校と青陵
中学校の職場体験が市内事業所等で行われま
した。市役所では、３人の生徒の皆さんが遺
跡発掘・ごみ処理・広報の各担当課で職場体
験を行いました。
　上記の市長インタビューは、広報担当の業
務体験として生徒の皆さんが企画・インタビ
ュー・撮影を行ったものです。なお、編集は
市担当者が行い、３人の校正後に掲載してい
ます。

広報担当のカメラから
中学生

市長インタビュー

▽市役所での職場体験では、仕事の大変さと楽
しさを感じることができました。かわらばんを
誰がつくっているのか知りませんでしたが、実
際に体験してみて大きな達成感がありました。

（坂根さん）

▽写真撮影の練習は良い勉強になりました。「大
丈夫！」と臨んだ市長インタビューではガチガ
チになってしまいましたが、良い経験になりま
した。（勝手さん）

▽インタビューや写真撮影の詳しい技法は「な
るほど」とためになりました。広報と聞いても
ピンとこなかったけど、納得することや新たな
発見がありました。市長インタビューは貴重な
体験ができて良かったです（本藤さん）

―　人のつながりや温かさも江津の
良いところだと思いますが、市長が思
う江津の良いところは？
「江の川を中心とする独特の自然環
境、ものづくりを行う企業の増加と活
性化、多様な再生エネルギーなどたく
さんあります。江津市には無い、とい
うものがあれば新たにつくればいい
と思っています」

―　市長になろうと思ったキッカケ
と市長になって良かったことは？
「多くのひとに依頼されたのがそも
そものキッカケです。妻が江津市出
身というご縁もあったので、このまち
のために頑張ってみようと思いまし
た。
　ただ、市長の仕事は悩みごとばかり

（苦笑）でも、難しい課題を解決したと
きにはとても達成感がありますよ」

―　市長のお休みはどれくらい？
休日の過ごし方も教えてください
「休みは毎月２～３日あるかどうか。
でも、（この仕事は）そういうものだ
と理解しているので、忙しいとは思い
ません。仕事の疲れをとるために、休
日は家で横になっています。何もし
ません ( 笑）」

―　インタビューしている３人は全
員が高校受験を控えているのですが、
おすすめの勉強法を教えてもらえま
せんか？
「新聞を毎日読みましょう。文章を
読むクセをつけることが大切！読解
力が養われ、漢字も覚えられます。イ
ンタビュアーの皆さん、新聞を毎日読
むことを私に約束 * しませんか（笑）
　学力を向上させるには家に帰って
から勉強する習慣をつけることも必
要ですね。今は勉強が苦手
でも、これから頑張れば十分
向上しますよ」

　* ３人とも約束しました！

―　最後に江津市の中学生
に市長からのメッセージを
お願いします
「思いやりを持つ、コミュニ
ケーション力や協調性を養
うなどいろいろあります。
なかでも、難しいことに出会
ったら、逃げずに立ち向かっ
て欲しいと思います。立ち
向かっていけば道はきっと
見つかるものです。
　皆さんの成長と活躍を心
から期待しています！」

〔写真と聞き手〕
　坂根ほの果さん、 勝手　修策さん（江津中３年）
　本藤　翔真さん（青陵中３年）

※左から、本藤さん・勝手さん、坂根さん

中学生広報マンの編集後記
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～
ペ
ー
ジ
が
取
れ
て
し
ま
っ
た
本
の
修
理
～

【休館日】
毎週火曜日　７日・14 日・21 日・28 日
月末休館日　30 日（木）
※休館中や早朝、夜間の返却には、返却ポストをご

利用ください。必ず、備え付けの用紙にお名前な
どをご記入ください。大型絵本、CD、DVD、大
型紙芝居の返却はカウンターでお願いします。

図
書
館
に
お
い
で
よ
！

江
津
市
図
書
館　

℡
（
５
２
）０
５
５
１　
　

／　
　

桜
江
分
館　
　

℡
（
９
２
）０
３
０
０

一
冊
一
冊
を
大
切
に
…

《としょ活》 おとなのとしょかん活動
　
テーマ『実用折り紙』
　誰もが子どもの頃から親しんでいる折り紙。
　日常で使え、ちょっとおしゃれな実用折り紙を
いくつかご紹介します。

　◎日時　11 月 16 日（木）　午後７時～
　◎場所　江津市図書館本館

おでかけとしょかん（移動図書館）

市内のイベントにおでかけし、本の貸出をしてい
ます。お見かけの際は、ぜひお立ち寄りください。

◆江津市文化祭◆
　◎日時　11 月 5 日（日）午前中
　◎場所　江津市総合市民センター
◆都治地区文化祭◆
　◎日時　11 月 26 日（日）午前中
　◎場所　都治コミュニティセンター

※本を借りるには登録が必要です。身分証明に
なるものをご提示ください。

桜江分館からのお知らせ

　リニューアルした桜江分館へはお越しいただ
けましたでしょうか？
　ご来館いただいた方からは、「見やすくなった」

「雰囲気が変わった」というお言葉をいただいてお
ります。
　これまで土･日･祝日は、エレベーターが停止し
ていたためご来館の際にはご不便をお掛けして
おりましたが、現在は稼働しています。
　ぜひ、土･日･祝日も足を運んでみてください。リ
ニューアルした桜江分館でお待ちしています。

　

い
つ
も
、図
書
館
の
本
を
大
切
に
使
っ
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
が
借
り
ら
れ
た
本
の
ほ
と
ん

ど
は
綺
麗
な
状
態
の
ま
ま
返
却
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、時
々
「
飲
み
物
を
こ
ぼ

し
て
し
ま
っ
て
…
」「
子
ど
も
が
破
い
て
し

ま
っ
て
…
」と
、と
て
も
申
し
訳
な
さ
そ
う

に
返
却
に
来
ら
れ
る
人
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

汚
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
は
弁
償
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
多
い
で
す
が
、破
れ
た
本

や
、ペ
ー
ジ
が
取
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
な
ど

修
理
を
す
れ
ば
ま
だ
ま
だ
借
り
て
い
た
だ

け
そ
う
な
本
は
職
員
が
修
理
を
し
て
か
ら

書
架
に
も
ど
し
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
修
理
の
様
子
を
少
し
ご
紹

介
致
し
ま
す
。

ページとれた．．．
専用のボンド
を取れた部分
に塗り綴じる

←

←

←

固定し、乾かす

修理完了！
くっつきました (^_^)

【お 願 い】
　借りた本が破損しても、自分で直さずに図書館へ持って来て
　下さい。専用のテープやボンドで修理します。
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日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
１ ２ ３ ４
●済子宮頸がん検診
◆　赤ちゃん登校日

（津宮小学校）(12)
◆乳幼児健康相

談・離乳食教室
　（13）

●子定休日
●サ定休日
●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診
●保断酒会（23）
◆スーパーわくわ

くデー（13)

●総江津市文化祭
●中選抜学童防犯野

球大会
●中ふれあいバレー

ボール県大会

●総江津市文化祭
●中選抜学童防犯野

球大会

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１
●総江津市文化祭
●中市野球連盟秋季

選手権大会
●中連盟会長杯オー

プン卓球大会
◆桜江神楽共演大

会（21）

●済子宮頸がん検診
◆子宮頸がん検診
　（金田・市役所・松

平・浅利）
◆乳がん検診
　（市役所・浅利）
◆　赤ちゃん登校日

（石見智翠館）(12)
◆もぐもぐデー（13）

●図休館日
●じ臨時休館
●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診
●相消費相談（23）
●中石見地区新人卓

球大会
◆　赤ちゃん登校日

（石見智翠館）(12)

●済子宮頸がん検診
●総江津市総合社会

福祉大会
●子 1 歳 6 カ月児健診

（13）
●済市民公開講座

（11）

●子休館日
●サ定休日
●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診
●保断酒会（23）
●社法律相談（23）
◆わくわく誕生会

（13）

●済子宮頸がん検診
●総公立小中学校事

務研究大会
●子おたのしみの日

（13）

●さ桜江いきいき祭
り（28）

●総石見智翠館高校
吹奏楽部定期演
奏会

●パ新庁舎市民ワー
クショップ（14）

◆オレンジカフェ
ごうつ（19）

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８
●さ桜江いきいき祭

り（28）
●総石見智翠館高校吹

奏楽部定期演奏会
●中今井杯テニス大会
●中県ラージボール

卓球選手権大会
●中市野球連盟秋季

選手権大会

●済子宮頸がん検診
●パ男の生活応援塾

（20）

●図休館日
●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診

●済子宮頸がん検診
●中市グラウンドゴ

ルフ協会年末大会
●中石見地区新人バ

レーボール大会
●子乳幼児健康相談

（13）

●子休館日
●サ定休日
●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診
●桜断酒会（23）
●中石見地区新人バ

レーボール大会
◆さくらこどもの

日（13）
●子乳児健康診査

（13）

●済子宮頸がん検診
●子おたのしみの日

（13）

●子絵本読みかたりの
日（13）

●じ石見大陶器市
（28）

●保がんケアサロン
（19）

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５
●総ごうつ秋まつり

（28）
●じ石見大陶器市

（28）
●中市野球連盟秋季

選手権大会
●子パパとママと

一緒の憩いの日
（13）

◆桜江町駅伝競走
大会

●済子宮頸がん検診
●子あったか心の相

談日（13）
●役人権相談（23）

●図休館日
●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診
●相消費相談（23）
●子はじめてベビー

の日（13）

●済子宮頸がん検診
●相行政相談（23）
●子離乳食教室（13）
●済市民公開講座

（11）

●子休館日
●保断酒会（23）
●中ふれあいバレー

ボール石見地区
大会

●中防犯長縄跳び大会

●済子宮頸がん検診
●社一般相談（23）
●子あったか心の相

談日（13）
●子おたのしみの日

（13）

◆オレンジカフェ
ごうつ（19）

●中障がい者スポー
ツ大会

ごうつ食育の日

２６ ２７ ２８ ２９ ３０
●島●エ休日開場日

（18）
●総江津市石見神楽

大会（21）
●中市野球連盟秋季

選手権大会
●中ソフトバレーボ

ール石見地区大会

●済子宮頸がん検診 ●図休館日
●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診
●役食事相談（12）

●済子宮頸がん検診 ●サ定休日
●子休館日
●図休館日
●済子宮頸がん検診
●済乳がん検診
●中市小学校ミニバ

スケットボール
交歓会

◆わくわくランチ
（13）

〔各記号の意味〕●市市役所　●相市役所市民相談室　●島島の星クリーンセンター　 ●エエコク
リーンセンター　●済済生会江津総合病院●子子育てサポートセンター　●ササンピコごうつ
　●保江津保健センター　●社社会福祉協議会　●さ桜江総合センター（●桜桜江保健センター・
●コ桜江コミュニティセンター●川川戸地域コミュニティ交流センター） ●人人権啓発センター　
●中中央公園　●総総合市民センター　 ●じじばさんセンター●パパレットごうつ　●図江津市図
書館　◆市内その他会場
　※この広報内に関連記事のあるイベント等は、名称の後ろに（掲載ページ）を付記

11月ごうつカレンダー

ＴＯＰＩＣ
ＪＲ三江線川戸駅のホームは、地
域の皆さんが夏に植えられたコ
スモスの花に彩られています。
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毎
年
、
市
内
各
所
の
事
業
等
で

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
中
学

生
の
職
場
体
験
。こ
の
秋
、
市
役

所
で
は
３
人
の
生
徒
さ
ん
を
迎

え
ま
し
た
。３
日
間
の
日
程
の
後

半
に
は
、
広
報
担
当
の
仕
事
も
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

も
の
の
本
に
よ
れ
ば
「
人
に
教

え
る
人
が
最
も
多
く
の
学
び
を

得
ら
れ
る
」
の
だ
と
か
。確
か
に
、

ど
う
や
っ
て
説
明
す
る
か
を
考

え
る
な
か
で
、
目
的
や
目
標
を
改

め
て
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
新

た
な
発
見
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
と
気
が

付
か
な
い
こ
と
や
目
を
背
け
て

い
る
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
し
・
・
・
。

　

今
回
の
職
場
体
験
の
成
果
を

25
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
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ごうつ防災メール
登録用バーコード

　毎年恒例の秋の一大イベント！
　テント村での飲食コーナー、地元特産品の販売や農林産物の品評
会、イベントステージなど内容盛りだくさん！
　◎日時　11 月 19 日（日）　午前９時～午後３時
　◎場所　総合市民センター
　　　　　　会場の駐車スペースには限りがあります。できるだ
　　　　　け乗り合わせの上、お越しください。
　　　　　　じばさんセンターからシャトルバスを運行しますの
　　　　　で、こちらもご利用ください。

■問 商工観光課商工振興係　℡（５２）７４９４

　期間中、総合文化展、桜江中学校文化祭、30 周年記念パネル展な
どを展示します。12 日（日）にはテント村のバザー、農産物の即売
会を始め、桜江のうまいもんが大集結します。その他盛りだくさ
んのステージイベントが行われますのでお楽しみ下さい。
　今年も桜江の子ども達による「よさこい」踊り連が会場を盛り
上げていきます。手作りメダルを持ってぜひご参加ください！
　◎日時　11 月 11 日（土）～ 12 日（日）
　　　　　午前９時から午後４時
　◎会場　江津市桜江Ｂ＆Ｇ海洋センター及び周辺施設

■問 江津市桜江支所総務係　℡（９２）１２１１

２割引きコーナーや赤札コーナーなどお得な商品が並ぶ他、ロクロ
体験（有料）も楽しめます。３０００円以上お買い上げいただいた
先着 30 名様（各日）に粗品をプレゼント。
　◎日時　11 月 18 日（土）　午前 10 時～午後５時
　　　　　11 月 19 日（日）　午前９時～午後４時
　◎場所　じばさんセンター

■問 石見陶器工業協同組合　℡（５７）０１５５
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